
一般廃棄物処理基本計画一部改定の内容について（骨子） 

 

１．改定のポイント 

① 目標数値の再設定 

   市民 1 人当たり家庭ごみ排出量を１日あたり 600g とするこれまでの「セカンドステ

ージ！武蔵野ごみチャレンジ 600g」について、現状を踏まえたターゲットと数値を

再設定する。 

 

② 排出量等の推計値の再設定 

   年々微増傾向にある本市人口・産業動態を踏まえ、対策を実施した場合、しなかっ

た場合のそれぞれの推計値を試算する。 

 

③ 災害廃棄物処理計画の入れ込み 

   災害廃棄物処理計画について、今回の基本計画の中にその内容を記載する。 

 

④ クリーンセンター発火・発煙リスク軽減対策 

   昨年から５回発生しているクリーンセンターでの発煙・発火事故について、その主

原因として挙げられるリチウムイオン電池等の充電池の不燃ごみへの混入を如何に

して防ぐかの対策を記載。 

 

⑤ 新クリーンセンター竣工に伴う最適なごみ処理手法の研究 

   容リ法に基づき別途回収しているその他プラスチックや、資源化を目的として予約

回収している剪定枝葉について、トータルの環境負荷及びエネルギー収支や経済性

の観点から、真に望ましい処理方法はどのようなものかを研究。 

 

⑥ ごみ収集の在り方等検討委員会報告書を受けた将来的な構想 

   H30.9 月に答申のあった最終報告書において示された本市のごみ処理の長期的構想

を反映した記載。 

 

⑦ 公共施設等総合管理計画に基づいたミカレットの整備 

   上記計画に則った長期的な整備方針を作成。 

 

 

【資料１】 



２．具体的な加筆修正点 

今回の修正点を、現計画（H27～H36年度）の目次に落とし込むと以下のとおりとなる。 

 

第１部 総論 

１．計画策定の背景と目的                1 

    ごみ収集の在り方検討委員会での議論を踏まえ、現状に合わせた形に加筆修正 

２．計画の位置づけ                                         2 

３．計画期間                                      2 

   長計に合わせたローリングであることを明確化 

４．これまでの成果（前計画）～実績と評価の概要～        3 

    数値の修正等 

５．ごみ排出実態調査の概要                               5 

    行っていないので削除 

 

第２部 ごみ処理基本計画 

第１章 基本理念                                             9 

     

第２章 基本方針                                             9 

    ごみ収集の在り方等検討委員会での議論を踏まえ、多少の加筆修正 

 

第３章 計画の目標                                            10 

３－１ ごみ排出量の将来推計                              10 

１．将来人口推計                                            10 

      最新の動向を基に予測値を修正 

２．産業動向                                            12 

最新の動向を基に予測値を修正 

３．ごみ排出量の将来推計                              13 

    最新の動向を基に予測値を修正 

３－２ 計画目標                                            14 

     市民 1人当たり家庭ごみ排出量を１日あたり 600g とするこれまでの「セカンドステージ！武

蔵野ごみチャレンジ 600g」について、ターゲットと数値をどのようなものにするか検討する。 

３－３ 計画目標を達成した場合のごみ排出量将来推計結果  18 

     最新の動向を基に予測値を修正 



第４章 今後求められる取り組み                              20 

４－１ 主な施策                                            20 

１．連携の推進                                            20 

２．ごみ・資源物の発生抑制・排出抑制                       20 

３．普及啓発の充実・拡充                              23 

４．ごみ処理の効率化・環境負荷の低減                       25 

(2)行政収集の隔週化・平準化を加筆 

(3)トータルとしての環境負荷の低減という見地からのサーマル化等の試算を本文に加筆 

(4)今回のクリーンセンター事故を踏まえた小型家電リサイクルの施策展開を記載 

(5)トータルとしての環境負荷の低減という見地からのサーマル化等の試算を本文に加筆 

(6)在り方検討委員会での議論を踏まえ、集団回収の抱える課題と見直しの提起 

(７)在り方検討委員会での議論を踏まえ、店頭回収の拡充策について記載 

５．今後求められるごみ処理施設等                       28 

   クリーンセンター発煙・発火事故を受け、これまでに行った対策と今後取り得るべき対策に

ついて加筆 

６．最終処分                        31 

７．災害時の対応                      31 

 災害廃棄物処理計画を別途に記載するため、この部分からは削除                                             

４－２ 計画の体系                                            33 

    施策及び計画事業の見直し 

 

第３部 生活排水処理基本計画 

第１章 生活排水処理の現状                                     37 

第２章 今後の取り組み                                     38 

      公共施設等総合管理計画に基づいたミカレットの整備方針について記載 

１．基本方針                                            38 

２．災害時の対応                                            38 

     災害廃棄物処理計画を別途に記載するため、この部分からは削除  

第４部 計画の推進 

第１章 計画の推進                                            39 

１．計画の推進                                            39 

ごみ減量協議会を廃止し、非常設の課題検討組織として市民会議との両輪とする旨記載

また、市民会議の開催スケジュールを現実的なものに変更 

２．進捗状況の公表                                     40 



第５部 災害廃棄物処理計画 

 今回の基本計画の中に、新規で災害廃棄物処理計画の内容を記載する。 

 

資 料 編 

資料１ 用語集 資-1 

資料２ 廃棄物を取り巻く現状と課題 資-9 

２－１ ごみ処理状況 資-9 

２－２ 人口とごみの排出の現状 資-12 

２－３ ごみ量の将来推計 資-16 

資料３ ごみ処理基本計画 資-22 

３－１ ごみの減量・資源化の目標 資-22 

資料４ ごみ組成分析 資-25 

４－１ ごみ組成分析調査概要 資-25 

４－２ ごみ組成分析調査結果 資-26 

資料５ 生活排水処理基本計画 資-30 

５－１ 生活排水処理の現状 資-30 

５－２ し尿槽の清掃 資-31 

５－３ し尿処理量の推移 資-31 

５－４ し尿処理施設の概要 資-31 

資料６ 市民会議委員及び活動内容 資-32 

６－１ 第５期武蔵野市廃棄物に関する市民会議委員（敬称略） 資-32 

６－２ 廃棄物に関する市民会議の協議及び活動内容 資-33 

資料７ 中間報告パブリックコメント 資-35 

７－１ パブリックコメントの意見要旨 資-35 

記載が必要な資料については今後精査する 

 


